


























は し が き 
10 年前の 2005 年に、筆者は中国高等教育に関する日中両国の研究者たちに声をかけ，当時
の中国の高等教育の改革及び課題をテーマに、『1990 年代以降の中国高等教育の改革と課題』
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 第 1 章 世界一流大学の構築 
－政策・効果・課題－ 
 












































や職業人を対象とする成人高等教育機関の 2 種類に大別できる。 
普通高等教育機関は，主に短期（2～3 年間）の専科教育機関，本科教育機関（4～5 年間，日
本の 4 年制大学における学士課程教育に相当するが，医学と工学系に関しては，履修期間が 5
年間にわたる場合もある）と大学院教育（修士課程と博士課程からなっており，修士課程の履




主として 4 年制の大学に焦点を絞り，その動きについて分析を試みる。 
教育部の統計によれば，2014 年の時点で中国の普通高等教育機関は 2,529 校，うち本科教育
















































1993 年 2 月に中国の国務院は『中国教育改革・発展要綱』を公布し，「中央と地方等の各方
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 面の力を合わせて，100 校程度の重点大学及び重点学科・専門を建設し，21 世紀にかけて一部
の大学・学科・専門の教育の質，科学研究，管理を世界の最高水準に到達させる」と強調した。
それを契機に当時国家教育委員会は，「21 世紀に向けて 100 校程度の重点大学及び重点学科づ
くり」を目標とする，いわゆる「211 工程」をスタートした。1995 年 5 月に中央政府からの特
別予算により，「211 工程」は本格的に実施された。その主な取り組みは以下の通りである。①
北京大学と清華大学を世界の先進水準に接近させるように，重点的に支援する；②25 校の重点
大学の質を改善し向上させる；③300 あまりの重点学科の建設を強化する。1999 年 6 月までに
99 校の大学がこのプロジェクトに組み込まれており，現在すでに 121 校にまで上った。 
1998 年 5 月 4 日に北京大学設立 100 周年記念日の式典において，江沢民元主席は「現代化を
実現するために，我が国は若干の国際水準に達する世界一流の大学を作らなければならない」























































































極的に受け入れている。例えば，2013 年の時点では，北京大学はおよそ世界 50 以上の国家・
地域における約 300 の高等教育機関と協定を結んでおり，2010 年以来，毎年およそ 400～500
名の学部生を海外に派遣している。ヨーロッパの大学で一学期ほど学ぶ学生は多いが，その他，
夏休みを利用し，アメリカの大学での短期の研修や交流プログラムに参加する学生も増加する
一途である。一方，2013 年に北京大学在籍の外国人留学生は 3,570 人に達している。その内訳，
学部生は 1,643 人，修士レベルの学生は 602 人，博士生（日本の大学院博士課程後期生に相当）
314 人，そのほかの研修生は 1,011 人となっている（黄，2013）。 
第二は，英語あるいはバイリンガル（中国と英語）による授業の開発に重点をおいている。


































































項目 地方公立カレッジ 地方公立大学 国立研究型大学 合計
主として教育＋両方にあるが、どちら
かといえば教育
69.3% 53.5% 32.4% 100.0%
主として研究＋両方にあるが、ど
ちらかといえば研究
30.7% 46.5% 67.6% 100.0%
種類 学部課程 修士課程 博士課程 継続専門職教育 その他 合計
国立研究型大学 62.8% 30.2% 3.9% 1.7% 1.4% 100.0%
地方公立大学 82.4% 12.9% 0.9% 2.3% 1.5% 100.0%
地方公立カレッジ 90.5% 1.4% 0.1% 3.2% 4.8% 100.0%
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2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
101-150 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 4
151-200 0 1 1 1 0 0 2 1 4 5 3 3
201-300 2 1 4 5 6 6 5 6 3 3 6 6
301-400 4 5 2 2 1 2 3 5 7 8 13 14




















































































黄 福涛（2012）2012 年 11 月 29 日清華大学の関係者を対象にインタビュー調査を行った。 
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 1999 年から始まった中国の高等教育大衆化は，2013 年で 14 年目に入った。大衆化初期の大
躍進的な規模拡大は，次第に落ち着きを見せ始めている。14 年間の拡大を経て，2013 年中国の
























制限の問題で，上海交通大学と蘇州大学のデータは 2010 まで，杉達大学のデータは 2011 でま











外の注目を集めたのは，1995 年に発足した「211 プロジェクト」（中国語：211 工程）と 1998
年にスタートした「985 プロジェクト」（中国語：985 工程）である。いわゆる「211 プロジェ
クト」とは，1995 年に 21 世紀に向けて中国の 100 の大学に重点的に投資していくという政府
の大型補助金のことである。2009 年まで，「211 プロジェクト」の指定校（以下「211 大学」と
呼ぶ）は延べ 112 校にのぼった。一部の地方大学も含まれているが，中央セクターの大学がそ
の大部分を占めている。さらに教育部は世界一流大学の育成を目指して，1998 年に精選した大
学に重点的に投資していく「985 プロジェクト」を始動させた。1999 年に最初に「985 プロジ
ェクト」の対象校に指定されたのは，北京大学と清華大学などの有名大学 9 校である。のちに
その 9 校は「九校連盟」を結成し，連盟大学間の教育研究の協力や，学生の単位互換などの改
革を試みている。これは中国版の Ivy League universities とも呼ばれている。2000 年以降，「985
プロジェクト」の指定校の範囲はさらに拡大され，現在延べ 39 校が政府から重点的に支援を受
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中国の大学受験者数は 2008 年の 1,050 万人をピークに減少の一途を辿っている。2014 年によ
うやく増加に転じたものの，当年度の受験者数は 939 万人にとどまり，ピーク時より 100 万以
上の減少となっている。また，2009 年と 2010 年には，北京，上海，河南省などの地域におい
ては受験者数が前年度より 20%も減少したと報告された 4)。 
受験者数の減少と対照的なのは大学受験を放棄した高卒者の増加である。2009 年にそのよう






























































 図 3 は上海交通大学の発展の軌跡を示している。学部の進学者がほぼ横ばいになっているの
に対し，大学院進学者の増加が極めて著しい。2004 年には，大学院の進学者数が学部を上回る
ようになった。2012 年の学部生（16,116）対大学院生（25,043）の比率は 1:1.6 となっており，























 図 4 は蘇州大学の発展軌跡を示す内容である。進学者数を見てみると，1999 年の高等教育拡
大の政策に応じて，学部の進学者数が急速に増加している。2002 年からは学部の進学者数がよ
うやく落ち着きをみせ，その代わりに大学院進学者の増加に転じた。また 2012 年の学部生
（25,406 人）対大学院生（14,317 人）の比率は 1.8：1 であり，学部教育が依然として大学教育
の主体であることがわかる 8)。 
蘇州大学の拡大は二つの方法に分けることができる。第一に，同格の大学との合併である。






























































































1) 中国教育部「2013 年全国教育事業発展統計公報」 
（http://www.moe.edu.cn/publicfiles/business/htmlfiles/moe/moe_633/201407/171144.html）＜2015 年 11 月 30
日アクセス＞ 
2) ピーク時は全国に 50 を超えた大学城が建設されたが，近年経営難に陥った大学城が続出している。
例えば，中国最初の大学城東方大学（河北省廊坊市）は 2007 年までに 24.16 億元の巨額な債務を負
い，利用大学数もピーク時の 30 校から 14 校に激減した（2010 年 6 月 25 日 『南方週末』）。 
3) 上海交通大学は研究生院（Graduate school）処主任，上海杉達学院は学長，副学長，教務主任，また
上海教育研究院の専門家 2 名を対象にインタビューを実施した。 
4) 中国教育在線『2014 年高招報告』 




7) 上海交通大学致遠学院 HP（http://zhiyuan.sjtu.edu.cn/）＜2015 年 11 月 30 日アクセス＞。 
8) 『蘇州大学年鑑』2013 
9) 『蘇州大学年鑑』2011 年により算出 
















 第 3 章 「中外合作弁学」の新たな展開 
 
 

















の学術雑誌データベースの「中国知網 CNKI」と違って，NSSD の 収載誌は主に社会科学
分野のコアジャーナルである。具体的には，検索時間（2005~2015），検索キーワード（中
外合作弁学）を設定し，検索してみると，ヒットする学術雑誌論文の文献は 276 件に上っ






務院，2003）。そのため，近年，「中外合作弁学」規模が急増した。2002 年の 712 件（周済，
2003）の「中外合作弁学」に対し，2013 年まで，「中外合作弁学」の数は 1979 件まで拡大
した。そのうち，教育部の設置審査と照合確認を受けた「中外合作弁学」は 930 件であり，
各省，自治区，直轄市政府とその教育行政機関の審査を受け，教育部に報告して記録に載
せる「中外合作弁学」は 1049 件である 2）。そして，在学生の数は約 55 万人である。その
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 うち，高等教育段階の在学生が約 45 万人であり，「全日制高等教育機関」在学生数の 1.4％
を占めている 3）。また，卒業生の数は既に 150 万人を超えた（教育部，2013）。ちなみに，
2015 年現在，上述の「中外合作弁学」の数は 2000 件を超えた（蔡鉄峰，2015）。  
また，2013 年までに，577 校の大学が「中外合作弁学」に参加している「全日制高等教
育機関」の 21％を占めている。そのうち，79 校は ，211 プロジェクト校や 985 プロジェク
ト校とよばれる中国の重点大学である（教育部，2013）。多くの参加大学は一般の 4 年制大



























































 江蘇省 上海市 浙江省 
世界大学ランキング 200 位以内に入った海外連携大学（A） 6 12 4 
当該地域の「中外合作弁学」の海外連携大学の総数（B） 59 66 32 
A/B の比例（％） 10.17 18.18 12.50 
出典：郭強，趙風波，葉宗琛（2015） 
注：世界大学ランキングは，US—NEWS，QS，THE，ARWU 等のランキング から得たデータ。 
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 省，上海市）にしても，三省（市）に進出している世界大学ランキング 200 位以内に入っ









































等教育は，高等教育の市場化，そして WTO における General Agreement of Trade and 
Services（サービス貿易に関する一般協定）の影響で登場した教育形態であり，教育輸出産
業として認識しているだろう。従って，連携双方の間にズレがあると思われる。 



























 表 2 中国国家レベルの中外合作弁学に対する質保証体制枠組み 
質保証
































































































 付録 1 法人資格を持つ「中外合作弁学」機関（中国香港を除く）の基本状況：学士の場合 
機関名（設置時間）  募集人数 学費（人民元） 取得できる学位
（学士の場合） 
Duke Kunshan University（2012） 江苏   学士（中国） 


















人民币 6.6 万元（2013） 学士（中国）， 
学士（英国） 
The University of Nottingham 




（2013 年） 学士（英国） 







1) 2015 年 6 月まで，教育部の設置審査，照合確認を受けた独立の法人格を有する高等教育機関は
７校，②独立の法人格を持たず，国内の高等教育機関に属する連携學院は 50 校，国内の高等教
育機関に属する共同教育プログラムは 875 件である（教育部，2015）。 
2) 2004 年から，教育部の省令（原語：「教育部関与做好中外合作弁学機構和項目複核工作的通知」
によれば，2003 年以前設置された TDP を含む中外合作弁学がすべて照合される必要となった。
その照合制はプログラムの合法性を注目する監査活動である。 


































（http://gs.people.com.cn/n/2015/0425/c188871-24630743.html）＜2015 年 10 月 10 日にアクセス＞。 
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頁。 
郭強，趙風波，葉宗琛（2015）「本科層次中外合作弁学区域発展比較研究-以蘇浙滬為例」『黒龍江高
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第 4 章 民営高等教育と「独立学院」の新たな展開 
 
 


















政府統計によると，2014 年の中国の民営高等教育機関の数は 728 校（282 校の独立学院を含




下の３つを挙げる。                                 
第一は，高等教育就学年齢層の減少である。膨大な進学需要は，これまで中国高等教育，特
に民営高等教育の急速な拡張を支える重要な社会的基盤であった。しかし，その高等教育の就
学年齢層，つまり 18～22 歳の人口数は，2008 年に 1.2 億人とピークに達した後，減少に転じ，



























































































  「第 8 号文」の発表が，独立学院の組織自立化への第一歩を意味する。それは独立学院の発
展に対する抑制ではなく，実質上，独立学院の存在に容認し，政策整備に積極的に取り組みは
じめたことを示唆している。2004 年の再審査によって，独立学院の数は一時期 360 校から 249















2008 年 2 月，教育部は『独立学院の設置と管理に関する方法』（以下は「第 26 号省令」と略




















































































































































































































2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
芸術デザイン 有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
舞踊学 有 ○ ○ ○ ○ ○
音楽 有 ○ ○ ○ ○ ○
ソフトウェア工学 有 ○ ○ ○ ○ ○
情報工学 有 ○ ○ ○ ○
情報管理と情報システム 有 ○ ○ ○ ○
公共事業管理 有 ○ ○ ○ ○
英語 有 ○ ○ ○ ○
観光管理 有 ○ ○ ○
人的資源管理 無 ◎ ◎ ◎
社会福祉 有 ○ ○ ○
広告学 無 ◎ ◎ ◎
漢文学 有 ○ ○ ○
放送映像番組のジャーナリズム 無 ◎ ◎ ◎ ◎




放送映像番組の編集と制作 無 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
エキジビション アートとテクノロジー 無 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
演劇学 無 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
アンカリングのテクニック 無 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎






























































2) 誕生時期には独立学院は「二級学院」という名称で呼ばれていたが，第 8 号省令以降では，独立学院
という名称変更を行った。語彙統一のため，本研究では独立学院という名称を使う。 












理』第 8 号:41-142 頁。 
魏訓鵬（2008）『独立学院発展趨勢研究』（修士論文）,揚州大学。 
鮑威（2006）『中国の民営高等教育機関－社会ニーズとの対応』東信堂。 
鮑威（2010）「岐路に立つ中国の民営高等教育」『IDE 現代の高等教育』8－9 月号:71－77 頁。 
− 44 −









減少し続けている。2008 年，受験者数がピークの 1,050 万人に達してから減少してきた。2009
年，前年度より 28 万人減り，全国の受験者数が 1022 万人となった。2010 年，更に 65 万人減




 本章では，中国の大学入試制度，主に 3 つの大学入学者選抜試験の方法の現状と問題点を整
理し（第 2 節），近年，特に過去 10 年間における大学入試改革に関する新たな進展と動向を説




















の主要 3 教科に各大学が指定する特定科目 X を加えて学力の測定を行うというもので，従来の





表１ 独自の試験問題を作成する省（2015 年） 
省 独自の問題を作成する科目 教育部試験センターで出題する科目 
四川省 国語，数学，英語，文科綜合，理科綜合  
広東省 国語，数学，英語，文科綜合，理科綜合  
重慶市 国語，数学，英語，文科綜合，理科綜合  
安徽省 国語，数学，英語，文科綜合，理科綜合  
福建省 国語，数学，英語，文科綜合，理科綜合  
江蘇省 国語，数学，英語，文科綜合，理科綜合  
北京市 国語，数学，英語，文科綜合，理科綜合  
天津市 国語，数学，英語，文科綜合，理科綜合  
上海市 国語，数学，英語，文科綜合，理科綜合  
浙江省 国語，数学，英語，文科綜合，理科綜合  
山東省 国語，数学，文科綜合，理科綜合 英語 
陕西省 数学，英語 国語，文科綜合，理科綜合 
海南省 物理，化学，生物，政治，歴史，地理 国語，数学，英語 
湖北省 国語，数学，英語 文科綜合，理科綜合 





























教育部は 2003 年，北京大学や清華大学等の 22 の大学で学生募集方式の改革に着手した。各
大学は独自の筆記試験および面接試験によって一次試験の合格者を決定し，彼らに加点を与え，
その後，その一次試験合格者は通常の全国大学入試統一テストの得点と加点の合計によって入
学許可を与えられる方式が認められた。毎年 11 月～12 月，各大学の「自主募集要項」がネッ
トに公開される。12 月下旬までに，必要書類を提出し，2～3 月に筆記試験と面接が行われ，加
点の結果が発表される。自主募集の定員数は，当該年度の入学生全体の 5％以内とする条件が
付けられていたが，教育部は 2009 年 11 月，従来の 5％枠を撤廃することを発表し，多くの大





























３．３ 「全国大学入試制度改革の深化に関する国務院の実施意見」（2014年 9月） 
































３．４ 教育部の具体的な4つの改革案 (2014年 12月) 













と指示している。また，大学入学のための総成績のうち 3 つの科目は順位の高い方から A，B，
C，D，E の 5 つのレベルで，他の科目は“合格・不合格”で評価する。原則的に各省の各レベ








































本汇総」（http://edu.sina.com.cn/gaokao/2015-06-01/1459470851.shtml)＜2015 年 11 月 13 日アクセス＞。） 
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4) 「社会化試験」とは，それを実施する部門は政府行政部門ではなく，専門的な機関であり，市場競争
を通じて信頼を得，そして，試験の効能は選抜ではなく，評価である。TOEFL や TOEIC のような専
門的な試験機関を作り，英語の試験を行うことである。 
5) 「国家中長期教育改革と発展計画要綱（2010－2020 年）」 
http://www.gov.cn/jrzg/2010-07/29/content_1667143.htm。 
6) 「人民網日本語版」2014 年 9 月 5 日（http://j.people.com.cn/n/2014/0905/c94475-8779356.html）＜2015
年 11 月 13 日アクセス＞。 
7) 体育や芸術活動などで資格を客観的に認定することは困難である。その結果，資格ねつ造などの問題
が時折発生している。加点項目は，2010 年頃には 256 種類あったが，2014 年には，約 100 種類まで
に減った。李剣平（2011）「高考加分乱象及其根源探析」『中国教育発展報告（2011）』 社会科学文
献出版社。 
8) 「人民網日本語版」2014 年 12 月 17 日 （http://j.people.com.cn/n/2014/1217/c94475-8824326-2.html ）
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第 6 章 大学カリキュラム改革 
―「通識教育」カリキュラム改革を中心に― 
 















期において，80 年代，90 年代からの改革，特に，2000 年以降の改革から現在に至るまで，通
識教育が復興されてきたといえる 1)。今日，中国の各大学は新しい人材育成モデルを模索し，
大学通識教育の改革を進めている。例えば，2001 年 9 月に，米国のコア・カリキュラムの影響
を受け，北京大学では 5 つの領域区分から構成された「通識選択科目」を開設し，学士課程段































































































































































 ① 教育オフィス 
 ② 大学国家基礎学科人材育成基地オフィス 
 ③ 教育評価オフィス 
 ④ 教材オフィス 
 ⑤ 総合オフィス 
 ⑥ 教務オフィス 
 ⑦ 学生募集オフィス 






そして，2002 年 1 月に北京大学の第三回通識選択課程教育検討会が開催され，この会議記録
により，教務部副部長（2 名），部長（1 名），「北京大学本科戦略発展研究グループ」の教授（1
名），教務部教育評価オフィスの主任，通識選択課程の担当教員（5 名），高等教育研究の専門









 通識選択課程としての通識教育カリキュラムの区分は「A 数学・自然科学」，「B 社会科学」，
「C 哲学と心理学」，「D 歴史学」，「E 言語学・文学・芸術学」と「F 持続的な社会発展」という
6 つの領域から構成されている。全ての学生は，1 年〜２年までに幅広い分野の基礎知識を学ぶ。
この基礎知識を学ぶために，A から F までの 6 領域から構成されている「通識選択課程」を履
修しなければならない。この「通識選択課程」の履修単位数について，学生は卒業するまでの
4 年間のうちに，12 単位を履修することが規定されている。 

































































































く理解したり他の人への態度を改めることができると考えます。」（学生 B さん） 








が 500名です。」（学生 C さん） 








と思います。」（学生 D さん） 
















調査時期：2015 年 5 月 21 日（木曜日）18：00～20：40 
場所：北京大学理系教学棟 108 教室 
授業科目名：中西文化比較 
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担当教員：K 先生（男性，50 代，同大学世界文化研究所教授） 
教室規模：15×40（図１） 
学生人数：約 200 人 
授業資料：PPT 講義 
授業形態：大講義，1 名担当教員，1 名チュータ  ー
授業主題や内容：中西宗教文化比較，仏教の思想 
試験：小論文  
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  写真1：北京大学通識教育課程授業風景１     写真2：北京大学通識教育課程授業風景２ 
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第 1 節では，中国の大学院教育の制度の特徴を説明し，続く第 2 節でマクロデータを以て，
近年の中国の大学院教育の拡大プロセスを追う。第 3 節では従来のアカデミック中心の「学術
学位」に加え，近年急速に拡大している「専門学位」という大学院教育の構造的変化を紹介し，




































  出所：『中国教育統計年鑑』（2013 年）     
図 1 専門分野別の大学院生数（修士）          図 2 専門分野別の大学院生数（博士） 





















































  出所：『中国教育統計年鑑』（2013 年）     
図 1 専門分野別の大学院生数（修士）          図 2 専門分野別の大学院生数（博士） 
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図 3 大学院生在学者数の変遷 
 
1998 年と比べ，2013 年には修士課程の在学者数は 5.7 万人からその 10 倍近くの 54.1 万人に

















































また，修業年限は日本より 1 年間長く，3 年間と設定されている。 
それに対して，「専門学位」は高度専門職を目指す人に与える学位である。1991 年に高度専
門職業人を養成する「専門学位」制度がすでに発足したが，当時授与できる学位は，「経営学修





している（図 3）。また，2013 年までに，授与可能な「専門学位」は，39 種類にものぼった 3)。
なお，新卒者が「専門学位」コースに進学するためには，同じく「全国大学院入学統一試験」
に合格することが必須条件であるものの，「学術学位」コースより合格点が低く設定されている。









































本章で用いるデータは，2014 年 9 月に異なるランクの大学の大学院教育担当者及び代表的な
研究者を対象とするインタビューに基づくものである。調査大学は，中国のトップ大学から地
方の一般大学まで多岐にわたっている。また，比較を容易にするために，量的調査に関しては
教育学専攻の修士課程のデータに統一した（表 1）。量的調査の中の BS 大学は，HK 大学と同
じく 985 大学に属するものの，首都北京にあるため，進学者の中ではるかに人気が高い。また，
BS 大学は師範大学を前身とする総合大学であるため，教育学に関して，教育と研究のレベルが




表 1 調査の対象者と調査内容 
大学名 大学種類 所属 調査内容
北京大学 985大学 教育部 全国、北京市、及び北京大大学の動向 B先生、C先生
清華大学 985大学 教育部 全国、清華大学の動向 T先生
大連理工大学 985大学 教育部 研究生院　（全学・理工系中心） G先生
北京師範大学 985大学 教育部 経済与工商管理学院　学術（経済）Vs.専門職（MBA） X先生
大連海事大学 211大学 交通運輸部 経済与工商管理学院　学術（経済）Vs.専門職（MBA） M先生
遼寧師範大学 地方政府所属大学 遼寧省 遼寧師範大学（教育学・特殊教育） Y先生




























BS大学 1.7% 20.2% 8.1% 17.6% 1.5% 1043
HK大学 7.6% 0.7% 6.2% 6.2% 145



















BS大学 36.3% 11.6% 3.5% 1043
HK大学 2.1% 43.4% 42.1% 3.4% 0.7% 145
QS大学 0.8% 8.3% 11.4% 62.1% 2.3% 3.8% 187




























表 2，表 3 及び図 4 は進学者の出身大学のランク，大学院進学前の戸籍所在地と戸籍種類を



















し，HK 大学と QS 大学の場合は，教育学専攻の卒業生は 34%と 27%に過ぎず，文学，理学，











図 6 進学者の種類 
  
 専門修士とは，高度専門職の学位なので，専門を磨くために社会人が好んで専門修士コース
を多く選択するだろうと予想できる。しかし，BS 大学と QS 大学の進学者の種類から見れば，
必ずしもそうとは限らない（図 6）。BS 大学の専門修士の進学者の中に，現役の教員が 9.5%を
占めており，学術修士における割合の 7.1%よりは若干上回っている。しかし，絶対数から言え

























図 7 出身大学（学部）における専攻分野 
 
 
図 8 出身大学（学部）のランク 
 
QS大学, 13.6% QS大学, 18.2%
普通大学, 
78.8% 普通大学, 61.8%


































































   
 理工系中心の大連理工大学は，大学院修了者の大部分が企業に就職するため，学術修士と専
門修士との間に，修業年限が違うだけで教育内容と養成プロセスはいずれも実学中心である。



















































した学生が 4 割を超えている。本章で用いられる HK 大学の進学と就職のデータは，同じ対象
















図 9 大学院修了者の進路（HK 大学） 
 
 






























































1) 2013 年，中央レベルにおいては，大学院教育を実施する研究機関が 241 ヶ所にのぼっており，これは
大学院教育を実施する中央省庁所属の大学（107 校）より 2 倍も多い数である。地方においては，地
方大学が大学院教育を実施する主体となっている。（『中国教育統計年鑑 2013 年』） 
2) 近年一部の研究大学では，修士課程を 2 年間半，ないし 2 年間に短縮したところがある。また後述す
るように，専門学位は基本的に 2 年間という修業年限を設けている。 
3) 中国学位与研究生教育信息網 http://www.cdgdc.edu.cn/xwyyjsjyxx/gjjl/2015 年 11 月 9 日アクセス。 
















張艶芳・ 侯首萍・ 孔素然（2008）「浅談中国在職研究生教育現状」『北京農学院学報』2008 年 S2。 
李素芹・宋潔絢・戴進軍（2008）「我国研究生招考重点政策評析」『学位与研究生教育』 













































本研究に関する先行研究について，主として 2 つの側面に焦点をあてて，整理する。 
（１）大学教授職の国際的な活動に関する内容と指標 
Welch（1997）は 1992 年のカーネギーの研究から，機関レベルと個人レベルから大学教授職




















































































本研究は 2012 年に北京大学の研究チームによって 30 校の四年制大学における大学教授職を
対象に実施されたアンケート調査の一部データを用いている。層別サンプリング調査では 3,000













  人数 % 
性別 
男 1,456 53.2 
女 1,283 46.8 
婚姻 
既婚 2,473 90.0 
未婚 236 8.6 
その他 40 1.5 
子供 
なし 559 20.5 
一人 2,112 77.6 
二名あるいはそれ以上 50 1.8 
職位 
助教 171 6.3 
講師 1,197 44.4 
准教授 917 34.0 
教授 410 15.2 
最高学位 
学士 284 10.2 
修士 1,289 46.2 
博士 1,215 43.6 
外国学位 
はい 2,629 95.6 
いいえ 121 4.4 
仕事の内容 
教育 1,415 51.6 
研究 1,325 48.4 
機関レベル 
985 大学 1,891 67.4 
211 大学 619 22.1 










特徴を次の 4 点から分析する。 
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表 2 教授職個人レベルにおける国際的な教育活動（%） 













3.4 68.2 3.3 68.1 2.5 84.1 
p n.s. 











国際学会への所属 国際学会への参加 外国語で論文を出版した 
いいえ はい いいえ はい いいえ はい 
一般大学 72.6 27.4 39.8 60.2 52.9 47.1 
211 大学 52.9 47.1 25.4 74.6 48.3 51.7 
985 大学 22.5 77.5 7.9 92.1 19.5 80.5 
p *** *** *** 


































反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 
一般大学 3.3 80.7 2.9 82.9 0.8 92.1 1.7 86.2 
211 大学 2.3 81.6 2.2 85.6 0.9 95.0 1.0 86.5 
985 大学 0.8 91.5 1.3 90.1 1.0 95.3 2.4 81.9 
p n.s. * ** n.s. 







































一般大学 36.5 20.3 48.0 14.2 39.7 20.6 45.5 15.8 
211 大学 27.6 28.1 32.9 24.4 26.9 31.1 34.6 27.2 
985 大学 3.0 70.9 3.0 64.3 11.3 56.5 7.1 67.2 
p *** *** *** *** 





































外国の研究者との共同研究 はい= 1，いいえ= 0  
独立変数 
個人レベル 
性別 男性= 1，女性= 0 





自身の関心 研究 = 1，教育 = 0 






















表7 ロジステイック 回帰分析 
 B  Exp（B） 
個人レベル 
性別 0.42*** 1.52 
既婚 0.19 1.21 
年齢 -0.01 0.99 
講師 0.21 1.24 
准教授 0.58* 1.79 
教授 1.11** 3.03 
修士 0.08 1.08 
博士 0.79** 2.21 
自然科学 0.03 1.03 
自身の関心は研究 0.47*** 1.60 
外国の学者との交流は自分の職業活動に非常に重要だ 0.65*** 1.91 




本学のカリキュラムはもっと国際的視野から編成されるべきだ 0.09 1.09 
機関レベル 
研究大学（211 大学と 985 大学） 0.81*** 2.26 
外国人教師が授業を持った 0.09* 1.09 
国際会議やセミナーが開催された 0.14** 1.15 
留学生を送り出した -0.09* 0.92 
留学生が入学した 0.09* 1.10 
－2 対数尤度 1，773.79 
Cox＆Snell2 乗 0.19 
N= 2，272 








































1) 211 大学とは，中国教育部が 21 世紀に向けて 100 校の大学を選び，そこに重点的に投資をしていこう
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というプロジェクトである。指定された学校は｢211 工程重点大学｣と呼ばれ，それまでの｢国家重点大
学｣に替わるものとして 1995 年に定められた。 
985 大学は 21 世紀教育振興行動計画に基づいて 1998 年に定められたもので，211 工程重点大学の中か
らさらに一部の大学を選び，世界の一流大学にするために重点的に投資するプロジェクトである。 
2) APA 調査は The Changing Academic Profession in Asia の略称である。日本語でアジアにおける大学教授
職の変容に関する調査と翻訳されている。世界最初の大規模な AP 国際調査であるカーネギー調査
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中国は，2003 年から 2008 年にかけての第 1 ラウンドの本科教学工作評価を実施した後，
第 2 ラウンドとして，本科教学工作評価を機関別評価に分けて行っている。すなわち，第

















 1980 年代まで，国家教育委員会（1998 年に教育部に改称した）は試行的に大学評価を導
入した。この試行的な大学評価は，1985 年「教育体制の改革に関する中共中央の決定」の
評価に関する指導的な提言を受け，高等教育工学分野を対象に実施された。この評価は，
1990年までに 6つの省・直轄市に所在する 500校近い機関で実施されたとされる（南部 2009，
pp.103）。 







2002 年にかけての評価状況は表 1 で示す。9 年間で計 258 校が評価を受けた。ただし，受
審した大学はすべて国公立大学である。 
 
表 1 1990 年代の本科教学工作評価 
 合格認定評価 優秀校選定評価 運営水準評価 本科教学評価（試行） 計 
実施時期 1994-2002 1996-2000 1999-2001 2002 9 年間 
実施校 190 16 30 20 258 
 出典：『中国高校本科教学評価報告（1985-2008）』をもとに筆者作成。 
 









表 2 第 1 ラウンドの本科教学工作評価 
年度 评估校 优秀校 良好校 合格校 優秀率 
2003 42 20 19 3 47.6% 
2004 54 30 19 5 55.6% 
2005 75 43 28 4 57.3% 
2006 133 100 24 9 75.2% 
2007 198 160 38 0 80.8% 
2008 87 71 16 0 81.6% 









 表 2 で示すように，2003 年から 2008 年にかけて，589 校の大学が第 1 ラウンドの本科
教学工作評価を受けた。424 校は優秀の評価結果を取得し，全体の 72%を占めた。また，
経年のデータから見れば分かるように優秀率は年々上がり，2008 年には最高の 81.6%に
上った。一方，良好校は 144 校で，合格校はわずか 21 校，そして不合格校は 0 校である
ことは，第 1 ラウンドの本科教学工作評価が大きな効果を上げたことを表す。 









































































第 2 ラウンドの本科教学工作評価は，表 3 で示すように機関別評価である合格評価と審
核評価に分けて実施される。第 1 ラウンドの本科教学工作評価に続き，第 2 ラウンドの本
科教学工作評価として，審核評価という名称を変更するとともに，評価理念，評価基準，
評価指標等にも大幅な変更を行った。第 1 ラウンドの評価に合格した大学は，この審核評












表 3 第 2 ラウンドの評価枠組み 
 合格評価 審核評価 
主体 HEEC と他の第三者評価機構 
実施校 新設大学（公・私立） 第 1 ラウンド評価の合格校（国公立） 
目的 認可・コントロール 目的適合性 
手段 自己評価に基づいた評価専門家による実地調査と教学データベースの活用 
基準 大学設置基準などの政府文書 4 つの達成度 
   出典：筆者により作成。 
 





























































































5.質の管理 5.1 教育管理組織 5.2 質のモニタリング 
6.学風・学生指導 6.1 学風 6.2 学生指導・サービス 
7.教育の質 
 7.1 徳育 
 7.2 専門知識・能力 
 7.3 体育・情操教育 
 7.4 学内外の評価 
 7.5 就職 
































表 6 第 2 ラウンド評価のプロセス 







































































































































































高思平（2008）「高校教学評価回顧与展望」『光明日報』2008 年 2 月 27 日。 
黄福涛（2009）「中国における高等教育の質保証－本科教学評価による質保証を中心に」羽田貴史・
米澤彰純・杉本和弘編著『高等教育質保証の国際比較』東信堂，101-114 頁。 




 http://www.pgzx.edu.cn/modules/wenjianfabu_d.jsp?id=1107（2015 年 9 月 30 日アクセス） 
教育部（2012）「普通高等学校本科教学工作合格評価指標体系」 
http://www.pgzx.edu.cn/modules/wenjianfabu_d.jsp?id=1108（2015 年 9 月 30 日アクセス） 
教育部（2012）「普通高等学校本科教学工作合格評価実施弁法」 
http://www.pgzx.edu.cn/modules/wenjianfabu_d.jsp?id=1108（2015 年 9 月 30 日アクセス） 
教育部（2012）「教育部関於全面提高高等教育質量的若干意見」 
http://www.pgzx.edu.cn/modules/wenjianfabu_d.jsp?id=3090（2015 年 9 月 30 日アクセス） 
教育部（2013）「普通高等学校本科教学工作審核評価方案」 
http://www.pgzx.edu.cn/modules/wenjianfabu_d.jsp?id=56326（2015 年 9 月 30 日アクセス） 
教育部高等教育教学評価中心編（2011）「新建本科院校合格評価試点成功」『評価簡報』第 1 期，1-4
頁。 
http://www.pgzx.edu.cn/modules/gongzuojianbao_d.jsp?id=1007（2015 年 9 月 30 日アクセス） 
教育部高等教育教学評価中心編（2011）「試点工作為全面啓動合格評価定堅実基礎」『評価簡報』第
2 期，1-4 頁。 




高度化とそれを支援する政策の在り方』（平成 25 年 18－20 年度科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）
研究成果報告書 研究代表者：塚原修一）国立教育政策研究所，99-117 頁。 





Chinese Higher Education: Changes and Trends since the 
Early 2000s  
 
Futao HUANG* and Min LI** (Eds.) 
 
The purpose of this study is to provide an overall portrait of major changes and general trends 
in Chinese higher education since the early 2000s.  All contributors to this book are Chinese 
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universities.  Most of the chapters are based on their latest research outcomes or submitted 
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Chinese higher education system: how huge efforts have been made to build world-class 
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new changes have taken place in transnational higher education and non-government higher 
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education level; how general education has been implemented; what are the distinctive 
characteristics of graduate education and students’ motivations for pursuing masters and 
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